








5.結論 

(1)IgA 腎症において血清 IgA 値と腎組織傷害の程度は,ある程度相関する。 

(2)IgA 腎症は頻度,予後を考えると学校検尿において最も重要な疾患の一つであり,今後

長期予後に影響する諸因子,予後不良例における治療法の確立が望まれる。 


